
（２）栽培試験
採水した生簀の水を利用
して、植物の生育に違いが
あるか調査した。
◎植物：コマツナ

未活用資源を利用した有機質肥料の開発

（１）資材・エネルギー調達における脱輸入・脱炭素化・環境負荷軽減の推進
持続可能な資材やエネルギーの調達
（２）イノベーション等による持続的生産体制の構築
高い生産性と両立する持続的生産体系への転換（化学肥料の低減）

No.1 課題研究
五農立佞武多は、2002年（平成14年）の創立100周年の記念
行事として初めて運行されました。その後、学校行事として毎年、立
佞武多を制作し、祭り期間中の４日間、お囃子、踊りなどで全校生
徒が参加しています。生徒の評価も高い「おし」の行事です。

五所川原立佞武多公式HPより引用

木材と針金で骨組み

立佞武多倶楽部 工藤部長からのコメント
冬からパーツを作り、５月中旬ころから本格的に立佞武多の制作が始まります。
基本となる木組は本職の大工さんにお願いしますが、針金で型作りや紙貼り、
色づけなどは自分達で行います。お囃子の練習も並行して行なっています。時
間はかかりますが、 生徒主体の活動で自由さがあります。４日間祭りに参加
し、皆んなで作り上げた祭りはとても楽しくと苦労が報われます。

青森県立五所川原農林高等学校 環境土木科

１ みどり戦略との関連性

２ 目的・背景

令和７年２月、本校では
農業について学ぶために
オーストラリア等への海
外研修を実施した。その
研修先で、バラマンディ
という魚の糞を利用した
液肥を使い施設栽培の
研究を行っていた。
本地域では三大怪魚の
イトウを養殖している。そ
こで、持続可能な有機質
肥料の開発を目的に、イ
トウが養殖されている生
簀から糞を利用した液肥
が作れれないかと考え研
究した。

３ 取組内容

（１）イトウ養殖場での
採水と水質調査

生簀が深く、水底に沈
む糞を採取することが現
状不可能
→生簀の廃水を採水し、
液肥として利用できない
かと検討
→３箇所から採水し水質
調査を実施し、判断する
ことにした。

図１ バラマンディ

図２ イトウ

図３ イトウ養殖場
（青森県鰺ケ沢町）

４ 結果

５ 考察・まとめ・今後の課題

アンモニア態窒素の含
有量を調査

図４ 採水現場図５ 水質調査

図４ 採水現場

図６ 水耕栽培の調査

（１）水質調査
養殖場の廃水地点３箇所から採水し調査
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図７ アンモニア態窒素

※試験区１：出荷が近く餌を多く与えている生簀の廃水
試験区２：生育段階にある生簀の廃水
試験区３：親魚の生簀のある廃水

（２）栽培試験
水質調査を実施した廃水地点３箇所から
の採水を利用して調査
１）発芽
どの試験区とも播種後、
１週間以内で発芽
２）生育状況（播種後１カ月後）
・発芽したが、葉柄部が長く
徒長ぎみになった。
・葉の黄色、葉柄部の変色
が見られ順調に生育しな
かった。（各試験区共通）

図８ 発芽の様子

図９ 生育の様子

・葉の生育状況から、栽培環境（温度、光）を検討し、栽培試験を改めて行う。
・イトウの糞を採取し、濃度を高めて実験を行えるように工夫する。
・微生物の働きについて学習し、植物に吸収しやすい肥料の開発を目指す。


	スライド 1

